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福島第一原子力発電所の事故進展解明や炉内状況の把握に資するため，MAAP コード※最新版を用いて 2

号機の事故進展解析を実施し，事故進展シナリオや燃料デブリ分布等について推定した。 
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解析 

1. 緒言 

福島第一原子力発電所の事故進展の解明等を目的とし，平成

27 年度までに改良された MAAPコードによる 2 号機事故進展解

析が実施された[1]。平成 28 年度は，最新版を用いた解析を実施

し，当コードの物理現象モデルの特徴を踏まえた上で，事故進

展シナリオの分析や燃料デブリ分布の推定に活用した。本報で

は，2 号機の事故進展詳細解析について示す。 

2. 解析条件 

解析に使用する条件は，2012 年 3 月に東京電力より公表され

た条件（時系列データ，初期運転条件，注水温度等）や事故進

展分析[2]等を参考として境界条件を設定した。 

3. 解析結果 

近年の事故進展分析[2]で検討された原子炉急速減圧後の三度

の圧力上昇に着目し，その再現を試みた。図 1 に原子炉圧力容

器および格納容器圧力変化の比較を示す。境界条件調整によっ

て，圧力挙動を概ね再現できたものの，二度目の原子炉圧力上

昇時に境界条件として与えた炉心支持板の強制破損に伴う原子

炉圧力・格納容器圧力挙動を参照すると，格納容器圧力の実測値の再現のために水素発生量を増加させる

必要があった。このため，現行の MAAP モデルでは 2 号機の事故進展を評価する上では炉内の水素発生量

を過小評価している可能性が考えられる。また，CAMS 線量実測値やミュオン分析の結果[3]からは，原子

炉圧力容器が破損し，炉内・炉底部にデブリが一定量残存すると推定されるが，本解析ではほぼ全量のデ

ブリが格納容器に落下する結果となった。 

4. 結論 

MAAP コード最新版による 2 号機の事故進展詳細解析を実施し，当コードの物理現象モデルの特徴や限

界を踏まえた上で事故進展とデブリ分布の推定を行った。今後，現場情報やその他の詳細評価なども踏ま

え，さらなるモデル改良を実施したうえで，炉内状況推定やデブリ取り出し計画策定に活用していく。 

※MAAP：米国電力研究所（EPRI）が所有するコードの略 
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